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1 まえがき
リフレクトアレー [1]は都市内の電波伝搬環境を改善
することが可能であり, 近年注目されている. リフレク
トアレーの設計は設置環境を考慮する必要があり，建物
を含めたリフレクトアレーの厳密解の計算のために膨大
な時間を要する. そこで, 筆者らはレイラウンチング法
を用いてリフレクトアレーを含む都市内電波伝搬を短時
間で解析する手法を提案し, その解析結果について報告
する.

2 リフレクトアレーを含む伝搬モデル及び解析手法
レイラウンチング法による伝搬解析を行う前に平面電
磁波がリフレクトアレーに入射した角度に対する散乱係
数 µs を次式により予め求め，データベースとして保存
する.

µs = lim
r→∞

2
√
πr

Es
Einc

. (1)

ここで, r はリフレクトアレーからの伝搬距離, Einc は
入射電界, Esは散乱電界である. 都市モデルをレイラウ
ンチング法により解析する際に，リフレクトアレーへの
レイの到来方向に対応した散乱係数を用い，リフレクト
アレーを新たな波源としてレイの再放射を考える.
その一例として，図 1に解析に用いた都市伝搬モデル
を示す. 建物を完全導体 (PEC)によってモデル化し, 解
析周波数は 2GHzとした. また半波長ダイポールアンテ
ナを波源として用い，建物上部に図 2のようなリフレク
トアレーを配置した. リフレクトアレーには 3×11素子の
平面ダイポールを配置し，平面波が垂直入射 (θi = 90◦)
した際に，散乱波の主ビーム方向が θr = 130◦となるよ
うに各々の平面ダイポール素子の長さを調整した.

3 数値シミュレーション
設計されたリフレクトアレーの散乱係数の振幅を図 3
に示す．θi = 90◦から平面波を入射した際の散乱波の主
ビーム方向は θr = 132◦となり，概ね要求を満たしてい
ることがわかる.
図 1 に示された受信領域内での受信電力の累積確率

分布 (CDF) の結果を図 4 に示す. この結果からリフ
レクトアレーを設置したことによる受信電力改善量は
CDF=0.01において 5.45dBとなっている.

4 まとめ
都市伝搬モデルをレイラウンチング法により解析した
結果, リフレクトアレーを設置することにより建物間の

地面における受信電力レベルを改善できることを示した.
本研究は，総務省「電波資源拡大のための研究開発に
おける超高速移動通信システムの実現に向けた要素技術
の研究開発」の研究開発委託で行われている．
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図 1 都市伝搬モデル
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図 2 設計されたリフレクトアレー
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図 3 散乱係数の振幅特性 図 4 CDF
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